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本
市
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
想
定
及
び

そ
の
周
知
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

平
成
17
年
度
の
県
の
調
査
に
基
づ
き
、

震
度
想
定
は
、
被
害
が
最
大
で
あ
る
雲
仙
地

溝
南
縁
連
動
地
震
時
の
最
大
震
度
を
、
震
度

６
強
、
一
部
地
盤
が
軟
弱
な
場
所
で
は
震
度

７
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
被
害
予
測
は
、

建
物
の
大
破
・
焼
失
棟
数
の
合
計
は
２
万
792

棟
、
死
者
数
1,241
人
、
水
道
の
断
水
率
82
％
、

下
水
道
管
渠
の
被
害
率
0.5
％
、
停
電
率
12
％

で
、
こ
れ
ら
の
被
害
に
伴
う
想
定
避
難
者
数

は
、
約
５
万
1,000
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
て

い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
も
地

震
に
よ
る
被
害

を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と

を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
も
ら
う
た
め
、
今
後
も
被
害
想
定

や
そ
の
対
策
に
関
す
る
情
報
を
市
民
へ
分
か
り

や
す
く
提
供
で
き
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

地
震
に
よ
る
被
害
の
想
定
と
市
民
へ

の
周
知

問答

	

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
を
使
い

有
償
で
乗
客
を
送
迎
す
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
、

過
疎
地
域
で
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
都
市
部
や
観
光
地

等
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
不
足
を
受
け
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
部
分
的
に
解
禁
さ
れ
る
予
定

で
、
国
が
地
域
の
タ
ク
シ
ー
需
要
状
況
を
把

握
し
、
解
禁
す
べ
き
地
域
、
時
期
及
び
時
間

帯
を
指
定
し
た
上
で
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

許
可
を
得
て
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
市
で
は
、
タ
ク
シ
ー
業
界
が
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
導
入
に
慎
重
な
立
場
で
あ
る
た
め
、

そ
の
点
に
配
慮
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
、
一
方
で
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事
業
が
成

り
立
た
な
い
地
域
に
お
い
て
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
が
自
家
用
車
を
用
い
て
提
供
す
る

運
送
サ
ー
ビ
ス
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」

は
、
本
市
と
し
て
も
有
効
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
移
動
手
段
の
維
持
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
そ
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

過
疎
地
域
に
お
け
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
活
用

問答

	

東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
貿
易
に
つ
い
て
、

本
市
の
支
援
状
況
及
び
ア
ジ
ア
圏
内
の
ジ
ェ

ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
や
貿
易
に
関

す
る
要
所
に
市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
う
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

	

本
市
や
商
工
会
議
所
等
で
組
織
す
る
長

崎
港
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長
崎
港
に
お

け
る
東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出
コ
ン
テ
ナ
貨

物
取
扱
量
の
拡
大
に
向
け
、
助
成
内
容
を
拡

充
す
る
な
ど
さ
ら
な
る
輸
出
促
進
に
向
け
た

支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
市
に
お
い

て
は
、
市
内
事
業
者
の
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
の
支
援
と
し
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
長
崎
や
長

崎
県
貿
易
協
会
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
海
外
取
引
に
関

す
る
情
報
の
収
集
や
提
供
、

個
別
の
貿
易
相
談
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

魅
力
を
広
く
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、

長
崎
の
魅
力
を
自
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
貿
易
拡
大
支
援

の
取
組

問答

	

斜
面
市
街
地
の
登
り
下
り
の
負
担
軽
減

の
た
め
市
内
３
箇
所
に
斜
面
移
送
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、
歩
行
困
難
者
な
ど
を
対
象
に
利

用
者
カ
ー
ド
を
貸
与
し
て
い
る
が
、
介
護
現

場
の
負
担
軽
減
の
た
め
介
護
事
業
者
も
対
象

に
追
加
で
き
な
い
か
。

	

斜
面
移
送
シ
ス
テ
ム
は
定
員
２
名
で
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
を
対
象
に
、
地
域
で

希
望
す
る
方
に
利
用
者
カ
ー
ド
を
貸
与
し
て

い
る
。
し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

み
介
護
の
必
要
性
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
介

護
事
業
従
事
者
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
が
斜
面
市
街
地
で

安
全
で
快
適
な
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
令
和
５
年
度
内
に
ど
の
程
度
の
利
用

が
あ
る
の
か
を
介
護
事
業
者
へ
調
査
を
し
た

上
で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応

じ
て
早
け
れ
ば
令
和
６
年
４
月
か
ら
利
用
者

カ
ー
ド
を
貸

与
で
き
る
よ

う
進
め
て
い

き
た
い
。

斜
面
移
送
シ
ス
テ
ム
の
利
用
対
象
者

の
拡
大

問答

公
明
党

永な
が
お尾　

春は
る
ふ
み文

自
民
創
生

浅あ
さ
だ田　

真し
ん
ご五

新
出
島
ク
ラ
ブ

阿あ

べ部
の
ぞ
み

市
民
ク
ラ
ブ

山や
ま
ぐ
ち口

た
か
ゆ
き

▲�出典：長崎県地震等防災アセスメント調査報
告書（平成18年3月）

▲天神町
「てんじんくん」

概
要

一
般
質
問

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

請
願
、
人
事
等

特
別
委
員
会

か
ら
の
報
告

各
委
員
会
の
構
成
等

議
会
の
動
き

一
般
質
問


